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相談内容／問合先 開催日 時間 場所／備考

人権なんでも相談  ３日（月）

１３時３０分
～１６時

土山開発センター２階談話室

　人権擁護委員が、家庭や地域・職場等の
日常生活での悩みや心配、差別などの相談
に応じます。※申込不要
問  大津地方法務局　甲賀支局総務係
　 ☎６２−１８２８／ ６２−１７４８

 ５日（水） かふか生涯学習館１階活動室（甲賀）

１３日（木） 水口社会福祉センター２階身障研修室

１４日（金） 信楽開発センター１階会議室Ｆ

１８日（火） 市役所甲南庁舎３階和室

男女の悩みごと相談 
３・１０・１７・２４日（月）
５・１２・１９・２６日（水）
７・１４・２１・２８日（金）

９時～１６時 市役所水口庁舎１階人権推進課相談室
　家庭や職場等での男女間の様々な悩みご
とに応じます。電話または面接相談（面接
相談は要予約）
問  人権推進課　人権政策係
　 ☎６５−０６９４／ ６３−４５８２

行政相談  ３日（月）

13時３０分
～

15時３０分

水口社会福祉センター

　国道、年金、健康保険など国の業務につ
いて相談に応じます。※申込不要
対応者／行政相談委員（総務省委嘱）
問  生活環境課
　 ☎６５−０６８６／ ６３−４５８２

 ６日（木） 土山開発センター

１３日（木） かふか生涯学習館（甲賀）

２１日（金） 市民福祉活動センター（甲南）

１９日（水） 信楽開発センター

就労相談 ４・１１・１８・２５日（火）

９時３０分

～

１１時３０分

土山地域市民センター

　就職・転職のための情報提供や公共職
業安定所への取り次ぎを行います。
※申込不要
・ 祝日の場合はお休みとさせていただいて
います。
・ 甲南情報交流センター（忍の里プララ）
での就労労相談は、第２、４水曜日午後
に変更となります。
・ 信楽開発センターでの就労相談は、毎週
金曜日午前に変更となります。

・ 上野教育集会所での就労相談は、毎週金
曜日午後に変更となります。
問  商工政策課
　 ☎６５−０７１０／ ６３−４０８７

４・１１・１８・２５日（火） かえで会館

５・１２・１９・２６日（水） 西教育集会所

６・１３・２０・２７日（木） 宇川会館

７・１４・２１・２８日（金） 信楽開発センター

５・１９日（水）

１３時３０分

～

１５時３０分

かふか生涯学習館（甲賀）

１２・２６日（水） 甲南情報交流センター（忍の里プララ）

６・１３・２０・２７日（木） 清和会館

７・１４・２１・２８日（金） 上野教育集会所

結婚相談（婚活支援） 

１・１５日（土） １３時～１６時 市役所水口庁舎　別館（仮設）
　結婚相談員が相談に応じます。※申込不要
持ち物／ 顔または全身の写真１枚
問  農業振興課
　 ☎６５−０７１１／ ６３−４５９２

育ちと学びの相談 

園や学校、市役所甲南庁舎など
　発達や教育、こころの悩みなどの相談　※電話・ＦＡＸで相談の予約をしてください。
対象／ おおむね４歳以上の在園幼児、小・中・高校生～青年期の方（２５歳ごろまで）
※ おおむね４歳までのお子さんの相談は保健センター（☎６５−０７３６）にお問い合わせ
ください。
問  発達支援課　 ☎８６−８１００／ ８６−８３８０　（受付時間　９時～１７時）

相談窓口／☎６５−０７５１

相談コーナー 相談は無料ですので、お気軽にお越しください4月 No.

キ
ラリ輝く地域の輪輪

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

　

現
在
、区
域
内
防
犯
灯
３
５
０
灯
の
約

９0
％
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、必

要
な
と
こ
ろ
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
新
設

し
て
い
ま
す
。い
つ
、ど
こ
で
発
生
す
る
か

も
し
れ
な
い
災
害
に
備
え
、備
品
収
納
庫
の

設
置
を
は
じ
め
、必
要
と
思
わ
れ
る
各
種

防
災
用
品
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
外
各
地
の「
防
災
セ
ン
タ
ー
」

で
、防
災
視
察
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
震
や
火
災
等
の
災
害
の
様
子
を
見
た

り
、体
験・体
感
し
た
り
す
る
こ
と
で
、普
段

か
ら
自
分
た
ち
の
地
域
で
ど
ん
な
備
え
が

必
要
な
の
か
を
学
び
考
え
る
機
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
自
治
振
興
会
で
は
安
全・安
心

な
ま
ち
づ
く
り
が
最
も
重
要
と
考
え
て
お

り
、今
後
も
優
先
的
に
こ
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

景
観
を
守
り
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

区
域
内
を
定
期
的
に
巡
視
す
る「
環
境

パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。投
棄

さ
れ
た
ご
み
の
処
理
と
と
も
に
投
棄
防
止

も
図
っ
て
い
ま
す
。特
に
山
間
部
で
の
ご
み

の
投
棄
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、投
棄
防
止
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
看
板
を
各
区
で
必
要
と
思
わ
れ
る
場

所
、15
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、南
杣

の
景
観
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

心
と
心
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

　
昨
年
10
月
に
南
杣
の
名
所・史
跡
を
め
ぐ

る「
第
2
回
ふ
る
さ
と
発
見
ウ
ォ
ー
ク
」を

開
催
し
ま
し
た
。第
二
学
区
在
住
の
小
学

生
以
上
を
対
象
に
、参
加
者
を
募
集
し
て

お
り
、今
回
は
２0
代
か
ら
70
代
ま
で
の
50
人

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。　　

　
南
杣
に
は
古
代
か
ら
近
代
ま
で
住
民
の

皆
さ
ん
が
意
外
と
知
ら
な
い
文
化
財
や
名

所
旧
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。現
地

で
は
地
元
の
歴
史
研
究
会
の
方
に
詳
し
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は

ま
さ
に「
南
杣
再
発
見
」を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
区
民
と
甲
南
第
二
小
学
校
の

児
童
が
一
緒
に
、学
区
民
運
動
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
集

い
、楽
し
く
元
気
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る
、

伝
統
的
な
行
事
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
南
杣
地
域
の
皆
さ
ん
が
交

流
す
る
機
会
を
通
し
て
、心
と
心
が
ふ
れ
あ

え
る
よ
う
な
活
動
を
大
切
に
続
け
て
い
き

ま
す
。
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自治振興会の活動内容を紹介しています

▲巡視パトロールを行う住民

▲ふるさと発見ウォークの様子

南杣
自治振興会

～緑豊かな郷土を守り、人々が相互扶助する南
みなみそま

杣づくり～
　南杣自治振興会は、甲南第二小学校区にある杉谷区、新治区、塩野区、市原区
の４区で構成されています。古くから良質な木材を産出し、甲賀の杣の南部に位
置するところから地名に由来し、「南杣」と呼ばれるようになりました。

（１）安全・安心が確保された住み続けたい南杣づくり
（２）生活環境の維持による住み続けたい南杣づくり
（３）人と人とが相互扶助により助け合い住み続けたい南杣づくり

南
杣
自
治
振
興
会
（
甲
南
第
二
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
８
６‐８
１
９
０
／
８
６‐８
１
９
１

問
い
合
わ
せ

▲防災視察研修における救護体験

まちづくり基本方針
を下に、各種事業に
取り組んでいます

14平成 29年 3月 15日平成 29年 3月 15日15


